
議場コンサート
議場に響く ハーモニー

町民の皆様から親しまれる議会の実現に向け、６月定例会の
初日に議場コンサートを開催しました。
日の出町文化団体連盟の「くさぶえ」による合唱が大正琴の
伴奏と織りなす諧調は、議場を優しくつつみこみました。
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現在役場の地下食堂の奥に設置してある
非常用発電機は、老朽化している上に、
連続運転時間が短く、ＯＡ用100Ｖ等の
性能も不足しているため、令和６年度に
72時間連続運転可能な発電機への交換改
修工事を行います。本議案によってその
工事請負契約を可決しました。請負額は
1億 7930万円です。

令
和
６
年
第
２
回
定
例
会

日の出町
「ひのでちゃん」

議案第38号 
役場庁舎非常用発電機改修工事の請負契約を可決しました。

本年６月より実施される一人４万円の定額減税においては、減税額が４万
円に満たない方についてはその差額の給付が行われ、また令和6年度に新
たに住民税非課税または住民税均等割のみ課税となる世帯に10万円の給
付が行われますが、そのための補正予算です。財源はすべて国からの補助
金です。

議案第39号
定額減税補足給付および低所得者支援のための補正予算です。

本会議本会議のの録画配信録画配信
始めました！始めました！

　日の出町議会では、議会をもっと身近に、より開かれ
た議会を目指し、録画配信を開始しました。
　お仕事等で忙しく、直接議会を傍聴できない方でも、
スマートフォンやパソコンからご視聴いただけます。
　今号から、一般質問ページの議員名の下にQRコード
があり、そちらから各議員の一般質問録画配信をご覧い
ただけます。

QR コードの URL
https://www.kensakusystem.jp/hinode-vod/index.html

録画配信ページ
はコチラ
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○…賛成　×…反対＜町長提出議案＞

＜町長提出議案＞

議 案 と 結 果

番号 議　　案　　名 自 公 み レ 立 都 黎 結 果

29 専決処分の承認を求めることについて
（日の出町町税賦課徴収条例の一部を改正する条例） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　認

30 専決処分の承認を求めることについて
（日の出町都市計画税条例の一部を改正する条例） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　認

31 専決処分の承認を求めることについて
（日の出町国民健康保険税条例の一部を改正する条例） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　認

32 日の出町教育委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
33 日の出町農業委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
34 ひので三ツ沢つるつる温泉スタンドの設置及び管理に関する条例を廃止する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

35 生涯青春の湯・ひので三ツ沢つるつる温泉センター設置及び管理に関する
条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

36 令和６年度日の出町一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
37 令和６年度日の出町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
38 庁舎非常用発電機等改修工事　請負契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
39 令和６年度日の出町一般会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

40 生涯青春の湯・ひので三ツ沢つるつる温泉センター源泉ポンプ購入契約の
締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

番号 議　　案　　名 自 公 み レ 立 都 黎 結 果

41 ユートピアサンホーム建替工事　請負契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和6年第2回日の出町議会定例会（会期：令和6年6月3日～令和6年6月17日）

令和6年第1回日の出町議会臨時会（会期：令和6年6月25日）

＜選挙＞
日の出町選挙管理委員会委員及び補充員の任期満了に伴い、委員及び補充員の選挙が行われた。

委　員 補充員
五十嵐　憲　一　氏 井　上　雅　代　氏
山　﨑　順　一　氏 宮　林　千　尋　氏
三ヶ尻　ヨシ子　氏 濵　中　嘉　子　氏
山　田　み　な　氏 宮　下　　　厖　氏

　任　期　令和 6 年 6 月 25 日から令和 10 年 6 月 24 日

○…賛成　×…反対

＜各会派の名称と所属議員＞
 会　派　名 略　号 所　　属　　議　　員　（ ★ 印 ･･･ 会派代表者 ）

自 民 蒼 政 ク ラ ブ 自 ★濵中 映慈・東 亨・平野 隆史・川脇 敏徳・木住野 智行・濵中 直樹・玉井 大 7 人

公 明 党 公 ★嘉倉 治・縄井 貴代子 2 人

レ モ ン の 会 レ ★大澤 弘子 1 人

み ど り の 会 み ★萩原 隆旦 1 人

立 憲 民 主 党 立 ★下向 辰法 1 人

都 民 フ ァ ー ス ト の 会 都 ★鈴木 正彦 1 人

黎 明 会 黎 ★塙 康平 １人
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一
般
質
問
　

一
般
質
問
　
町
政
を
問
う

町
政
を
問
う
　
要
旨

　
要
旨

自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）

の
屋
外
設
置
に
つ
い
て

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
屋
外
に
あ
り
、
24
時

間
使
用
で
き
る
環
境
に
あ
る
事

が
望
ま
し
い
と
考
え
る
が
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
24
時
間
使
用
で
き
る

環
境
に
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と

考
え
る
。
現
在
も
研
究
を
続
け
て

い
る
。

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
Ａ
Ｅ
Ｄ

が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。
Ａ
Ｅ

Ｄ
搭
載
自
販
機
の
導
入
を
要
望

す
る
。

職
員
が
常
駐
し
て
い
な
い
場
所

は
、
設
置
は
難
し
い
と
考
え
る

が
、
色
々
な
設
置
場
所
等
を
研

究
し
て
い
き
た
い
。

金
婚
式
等
や
入
籍
祝
い
に
関
す
る
制
定

に
つ
い
て金

婚
式
等
の
お
祝
い
の
日
を
制

定
し
、
若
い
方
に
は
入
籍
祝
い

や
結
婚
準
備
金
を
支
給
す
る
事

で
長
く
住
ん
で
も
ら
え
る
環
境

づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
と
思
う

が
。

施
策
展
開
す
る
に
は
、
そ
の
効

果
、
ア
ウ
ト
カ
ム
が
住
民
の
中

日
の
出
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
と
将
来
展
望

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
実
施
さ
れ

た
が
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
る

の
か
。

地
区
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

を
検
討
す
る
た
め
に
実
施
。
統

計
的
に
処
理
を
行
い
、
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
全
体
構

想
地
域
別
構
想
な
ど
を
検
討
す

る
際
の
参
考
と
し
た
い
。

人
口
減
少
社
会
と
超
少
子
高
齢

化
社
会
に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く

り
と
商
工
観
光
の
振
興
策
、
産

官
学
を
連
携
し
た
新
た
な
産
業

振
興
策
な
ど
、
町
の
活
性
化
を

ど
う
創
出
す
る
か
が
鍵
。

転
入
者
と
税
収
増
を
図
る
た
め

「
三
吉
野
清
坊
地
区
」
な
ど
一

体
的
に
市
街
化
区
域
へ
の
用
途

地
域
変
更
は
必
須
条
件
で
あ
る
。

折
し
も
武
蔵
引
田
駅
北
口
再
開

発
の
令
和
７
年
度
完
成
は
起
爆

剤
と
考
え
る
が
。

土
地
利
用
計
画
は
、
今
後
の
町

の
発
展
に
は
欠
か
せ
な
い
と
認

に
ど
う
定
着
し
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
の
一
部
と
な
る
か
研
究
す

る
必
要
が
あ
る
。

優
先
度
か
ら
し
て
議
論
は
も
う

少
し
必
要
。

ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
と
の
買
物
協
定

に
つ
い
てス

ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
と
連
携

し
て
移
動
販
売
を
実
施
す
る
。

買
物
が
困
難
な
方
の
解
消
に
取

り
組
ん
で
み
て
は
。

移
動
販
売
を
実
施
す
る
事
業
者

と
「
高
齢
者
み
ま
も
り
協
定
」

を
締
結
し
、
買
物
支
援
の
み
な

ら
ず
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

等
を
地
域
で
見
守
る
包
括
的
体

制
整
備
を
行
っ
て
い
る
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
に
対
応
し
た
よ
り

よ
い
教
室
環
境
に
つ
い
て

児
童
・
生
徒
の
机
の
上
は
タ
ブ

レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
等
で
あ
ふ
れ
て
い

る
。
机
を
広
く
使
え
る
机
拡
張

キ
ッ
ト
が
あ
る
が
導
入
に
つ
い

て
。

拡
張
キ
ッ
ト
は
本
年
１
月
末
、
業

者
よ
り
20
枚
程
度
無
償
提
供
を

受
け
、
大
久
野
小
学
校
・
中
学

校
の
特
別
支
援
学
級
に
お
い
て

実
証
を
行
っ
て
い
る
。

識
し
て
い
る
。
編
入
に
関
す
る

決
定
権
は
東
京
都
に
あ
る
一
方
、

整
理
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
課
題
も
あ
り
慎
重
な
対
応

が
必
要
で
あ
る
。
町
民
の
皆
様

が
共
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の

方
向
性
に
改
め
て
い
く
た
め
現

行
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
を
見
直
し
、
新
た
に
策
定
し

て
い
る
と
こ
ろ
。

消
滅
可
能
性
自
治
体
に
関
し
て

当
町
は
そ
の
他
に
属
す
が
自
治

体
運
営
の
存
亡
が
か
か
っ
て
い

る
が
方
策
は
。

子
育
て
支
援
の
充
実
と
お
年
寄

り
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
、
移
住
、
定
住
促
進
策
、
空

き
家
バ
ン
ク
の
登
録
で
定
住
さ

れ
る
方
へ
の
リ
フ
ォ
ー
ム
代
の

一
部
補
助
等
を
図
っ
て
い
く
。

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
主
幹
）

ＱＡ
（
主
幹
）

Ａ
（
町
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

武蔵引田駅北口再開発現況

玉た
ま

井い 　

大
ひ
ろ
し

嘉か

倉く
ら 　

治
お
さ
む
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日
の
出
町
商
工
観
光
振
興
に
つ
い
て

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
返
礼
品
提

供
事
業
者
は
何
社
か
。

４
事
業
者
か
ら
の
申
出
が
あ
り
、

引
続
き
登
録
事
業
者
拡
大
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
拡
大
に

む
け
て
は
。

イ
ベ
ン
ト
周
知
、
災
害
情
報
な

ど
リ
ア
ル
タ
イ
ム
性
の
投
稿
内

容
な
ど
と
し
、
広
報
や
来
町
者

へ
の
案
内
に
よ
り
認
知
を
高
め

て
い
く
。

「
ひ
の
で
ち
ゃ
ん
」
活
用
に
つ

い
て
。

町
内
外
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
や

グ
ッ
ズ
の
使
用
許
可
な
ど
、
町

の
魅
力
を
効
果
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
。

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
愛
さ

れ
る
町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
と
し
て
今
後
も
活
用
・
推

進
し
て
い
く
。

庁
舎
地
下
１
階
食
堂
の
利
活
用

に
つ
い
て
。

食
堂
事
業
の
予
定
は
な
い
が
、

テ
ナ
ン
ト
事
業
は
各
種
条
件
あ

る
も
の
の
不
可
能
で
は
な
い
。

い
じ
め
対
策
に
つ
い
て

令
和
５
年
７
月
に
、
国
は
「
い

じ
め
重
大
事
態
調
査
の
基
本
的

な
対
応
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を

作
成
し
て
い
る
が
、
町
教
育
委

員
会
は
こ
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

が
作
成
さ
れ
た
背
景
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
、
取
り
組
ん
だ
の
か
。

い
じ
め
は
、
い
じ
め
を
受
け
た

児
童
・
生
徒
の
教
育
を
受
け
る

権
利
を
著
し
く
侵
害
し
、
そ
の

心
身
の
健
全
な
成
長
及
び
人
格

の
形
成
に
重
大
な
影
響
を
与
え

る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
生
命
ま

た
は
身
体
に
重
大
な
危
険
を
生

じ
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の

で
あ
り
、
い
じ
め
の
防
止
等
は
、

全
て
の
学
校
・
教
職
員
が
自
ら

の
問
題
と
し
て
切
実
に
受
け
止

め
、
徹
底
し
て
取
り
組
む
べ
き

学
校
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
そ
の
認
識
の

も
と
、
平
成
28
年
度
の
指
導
室

設
置
以
来
、
町
独
自
に
「
重
大

性
の
高
い
い
じ
め
」
を
定
義

し
、
い
じ
め
の
早
期
発
見
・
解

決
を
目
指
し
、
早
期
の
段
階
で
、�

事
業
者
が
テ
ナ
ン
ト
事
業
を
行

お
う
と
す
る
際
の
創
業
支
援
補

助
金
を
活
用
で
き
る
か
。

条
件
に
合
え
ば
、
活
用
で
き
る
。

今
年
度
は
７
月
８
日
か
ら
８
月

16
日
ま
で
募
集
し
て
い
る
。

町
有
林
を
活
用
し
て
の
イ
ベ
ン

ト
開
催
は
可
能
か
。

日
の
出
町
、
福
生
市
、
ネ
ッ

ツ
ト
ヨ
タ
株
式
会
社
の
三
者

で
「
Ｔ
Ｇ
Ｒ
ラ
リ
ー
チ
ャ
レ
ン

ジ
協
議
会
」
を
組
織
し
、
誘
致

に
向
け
た
協
議
を
重
ね
て
お
り
、

実
現
に
向
け
て
い
く
。

「
つ
る
つ
る
温
泉
」
の
現
状
と

今
後
の
展
開
に
つ
い
て
は
。

梅
ケ
谷
ト
ン
ネ
ル
開
通
効
果
も

あ
り
入
館
者
数
は
増
加
し
て
い

る
。
引
き
続
き
、
施
設
の
快
適

性
の
向
上
や
従
業
員
の
意
識
向

上
、
広
告
宣
伝
、
周
辺
観
光
施

設
等
と
の
連
携
を
強
化
す
る
取

り
組
み
を
継
続
し
、
入
館
者
数

を
増
加
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

い
じ
め
の
疑
い
・
認
知
に
つ
い

て
指
導
室
が
学
校
の
対
応
を
把

握
し
、
指
導
・
助
言
を
行
い
、

い
じ
め
重
大
事
態
に
つ
な
が
る

い
じ
め
の
重
篤
化
・
長
期
化
を

防
止
す
る
取
り
組
み
を
続
け
て

い
る
。

不
登
校
対
策
に
つ
い
て

対
応
と
対
策
は
。

誰
で
も
不
登
校
に
な
る
こ
と
が

あ
り
不
登
校
は
悪
い
こ
と
で
は

な
い
と
捉
え
、
不
登
校
の
子
ど

も
が
自
分
で
決
め
た
目
標
に
向

か
え
る
よ
う
、
不
登
校
の
子
ど

も
の
状
況
に
合
わ
せ
て
子
ど
も

に
関
わ
る
大
人
が
協
力
し
、
一

人
一
人
の
子
ど
も
の
学
び
や
成

長
を
支
え
る
こ
と
を
重
視
し
て

い
る
。
ま
た
、
不
登
校
の
対

応
・
対
策
に
つ
い
て
は
、
一
次

支
援
か
ら
三
次
支
援
ま
で
の
段

階
的
登
校
支
援
を
行
い
個
々
の

児
童
・
生
徒
の
状
況
に
応
じ
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

鈴す
ず

木き 

正ま
さ

彦ひ
こ

下し
も

向む
か
い 

辰た
つ

法の
り
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町
内
に
お
け
る
残
土
、
盛
土
の
状
況

に
つ
い
て玉

の
内
地
区
の
第
２
・
３
・
４
工

区
と
長
井
地
区
の
太
陽
光
発
電

施
設
の
現
場
は
ど
の
よ
う
な
状

況
か
。

昨
年
７
月
28
日
付
け
で
、
東
京

都
環
境
局
多
摩
環
境
事
務
所
に

「
東
京
に
お
け
る
自
然
の
保
護

と
回
復
に
関
す
る
条
例
に
基
づ

く
申
請
許
可
に
よ
る
造
成
の
現

場
指
導
の
強
化
」
の
要
請
を
通

知
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
第
２・
３
工
区
の
事

業
者
に
「
造
成
地
の
適
正
な
整

備
」
の
要
請
と
、
第
４
工
区
の

事
業
者
に
「
町
道
の
通
行
支
障

物
の
撤
去
」
を
実
施
す
る
よ
う

通
知
し
て
い
る
が
、
現
在
、
事

業
者
に
よ
る
改
修
工
事
及
び
支

障
物
の
撤
去
は
実
施
さ
れ
て
い

な
い
。

ま
た
、
本
年
４
月
18
日
、
町
の

残
土
に
関
連
す
る
所
管
課
の
職

員
６
名
で
、
多
摩
環
境
事
務
所

へ
町
内
の
残
土
現
場
に
関
す
る

情
報
交
換
と
事
業
者
に
対
し

身
近
な
住
環
境
の
整
備
・
保
全
と
高

齢
化
社
会
の
対
策
に
つ
い
て

建
築
協
定
の
変
更
に
関
す
る
要

件
の
緩
和
措
置
に
向
け
た
法
律

改
正
の
要
請
に
つ
い
て
、
現
在

の
取
り
組
み
状
況
は
。

内
閣
府
地
方
分
権
改
革
推
進
室

が
所
管
す
る
提
案
募
集
方
式
を

利
用
し
て
要
請
し
た
。
12
月
中
下

旬
に
は
対
応
方
針
が
決
定
す
る
。

丘
陵
地
に
街
並
み
が
形
成
さ
れ

た
日
の
出
団
地
で
は
、
高
齢
化

割
合
も
進
み
自
動
運
転
推
進
事

業
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

現
段
階
で
は
、
検
討
し
て
い
な

い
。

50
年
前
に
導
入
さ
れ
た
建
築
協

定
に
、
解
決
す
べ
き
様
々
な
課

題
が
発
生
し
て
い
る
た
め
、
運

営
委
員
が
課
題
解
決
の
相
談
を

し
て
い
る
が
、
そ
の
対
応
、
行

政
プ
ロ
セ
ス
の
透
明
性
、
住
民

と
の
信
頼
関
係
に
問
題
が
あ
る

と
考
え
る
。
総
務
省
行
政
相
談

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
委
嘱
相
談
員

が
解
決
に
向
け
て
来
庁
し
て
も

問
題
な
い
か
。

「
適
正
な
指
導
」
の
実
施
を
改

め
て
依
頼
し
た
。
第
２・
３
工

区
の
現
場
の
状
態
は
、
令
和
４

年
６
月
の
大
雨
に
よ
り
土
砂
崩

れ
が
発
生
し
た
こ
と
で
、
多
摩

環
境
事
務
所
は
残
土
の
搬
入
を

止
め
る
こ
と
を
事
業
者
に
対
し

指
導
し
、
そ
れ
以
降
の
残
土
搬

入
は
な
い
。

第
４
工
区
の
状
況
は
、
令
和
５

年
６
月
の
大
雨
に
よ
り
３
ヶ
所

土
砂
崩
れ
が
発
生
し
、
町
道
を

塞
い
で
い
る
土
砂
は
現
在
も
撤

去
さ
れ
て
い
な
い
。

長
井
地
区
の
太
陽
光
発
電
施
設

の
現
場
の
状
況
は
、
水
路
上
部

の
残
土
量
の
算
出
、
水
路
開
渠

の
た
め
の
現
況
測
量
を
行
っ
て

い
る
と
事
業
者
か
ら
委
託
さ
れ

た
設
計
会
社
よ
り
報
告
を
受
け

て
い
る
。

誠
実
に
対
応
し
て
い
る
。
現
在

は
、
国
へ
建
築
協
定
に
関
す
る

法
律
改
正
の
要
請
を
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

消
火
、防
災
減
災
の
啓
発
活
動
、地
震
・

大
規
模
風
水
害
と
日
の
出
町
消
防
団

に
つ
い
て団

員
の
状
況
は
。

条
例
定
数
２
２
４
名
に
対
し
、

本
年
度
は
消
防
団
員
１
２
９
名
、

そ
の
う
ち
機
能
別
消
防
団
員
18

名
。

団
員
の
報
酬
額
は
。

団
員
は
年
額
３
万
９
千
円
。
都

内
で
は
10
万
円
超
の
自
治
体
も

あ
る
。

団
員
か
ら
の
要
望
・
意
見
の
聴

取
と
対
応
は
。

定
期
的
な
会
議
で
、
予
算
の
確

保
が
必
要
な
も
の
は
、
予
算
編

成
時
や
翌
年
度
以
降
に
対
応
。

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

Ｑ

Ａ
（
町
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

川か
わ

脇わ
き 

敏と
し

徳の
り

平ひ
ら

野の 

隆た
か

史し
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あ
き
る
野
市
と
共
同
で
進
め
て
い
る

新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

現
在
の
進
捗
は
。

３
つ
の
専
門
部
会
及
び
各
分
科

会
で
協
議
、
検
討
を
行
っ
て
い

る
。

地
場
産
品
の
活
用
に
つ
い
て
、

農
業
政
策
担
当
部
や
Ｊ
Ａ
あ
き

が
わ
等
と
の
協
議
、
調
整
の
進

捗
は
。

現
状
や
課
題
に
つ
い
て
活
発
か

つ
建
設
的
な
意
見
交
換
を
行
い
、

「
両
市
町
の
子
ど
も
た
ち
に
美

味
し
い
野
菜
を
た
く
さ
ん
食
べ

さ
せ
た
い
」
と
い
う
認
識
を
確

認
し
た
。

民
間
の
活
用
は
。

調
理
等
の
一
部
業
務
を
一
括
し

て
民
間
に
委
託
す
る
こ
と
を
基

本
と
す
る
。

手
づ
く
り
給
食
に
つ
い
て
。

最
新
の
衛
生
管
理
基
準
を
順
守

し
た
新
し
い
施
設
と
な
る
た
め
、

限
ら
れ
た
時
間
と
人
員
で
行
え

る
手
作
り
給
食
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
て
い
る
。

日
の
出
町
地
域
防
災
計
画 

令
和
5
年

修
正
版
に
つ
い
て

震
災
編
で
大
き
く
想
定
が
変
更

に
な
っ
た
点
は
。

「
東
京
都
地
域
防
災
計
画
（
震

災
編
）」
が
令
和
５
年
５
月
に

改
訂
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
日

の
出
町
地
域
防
災
計
画
（
震
災

編
）
を
修
正
し
た
。
日
の
出
町

に
最
も
影
響
す
る
と
見
込
ま
れ

る
多
摩
東
部
直
下
地
震
を
計
画

の
被
害
想
定
と
し
た
。。

最
大
の
避
難
者
１
６
３
１
名
分

の
１
日
３
食
３
日
分
の
食
糧
等

の
備
蓄
の
現
状
は
。

備
蓄
食
糧
は
、
充
足
し
て
い
る

が
、
町
民
に
も
３
日
分
の
食
糧

を
自
身
で
備
蓄
す
る
よ
う
呼
び

か
け
て
い
く
。
今
後
は
衛
生
用

品
等
の
備
蓄
を
よ
り
充
実
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

修
正
版
の
策
定
段
階
は
、
梅
ヶ

谷
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
前
だ
っ
た
。

今
後
は
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る

か
。

梅
ヶ
谷
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
に
よ

り
道
路
網
の
ダ
ブ
ル
ル
ー
ト
化

食
を
通
し
た
学
び
に
つ
い
て
。

全
学
年
を
対
象
と
し
た
食
育
全

体
計
画
、
学
年
ご
と
の
年
間
指

導
計
画
を
作
成
し
、
指
導
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
の
栄
養
士
と
連
携

の
も
と
、
東
京
都
派
遣
の
栄
養

士
に
よ
る
食
育
指
導
を
推
進
し

て
い
る
。

庁
舎
地
下
食
堂
の
使
用
に
つ
い
て

民
間
委
託
に
よ
る
食
堂
の
経
営

は
。

現
状
で
は
、
一
般
利
用
を
含
め

た
利
用
形
態
の
貸
し
出
し
等
を

行
っ
て
い
く
こ
と
は
、
管
理
面

か
ら
も
難
し
い
。

一
時
的
な
使
用
申
請
に
つ
い
て

は
ど
う
か
。

実
際
に
使
用
許
可
の
申
請
が
出

た
段
階
で
検
討
す
る
。

が
図
ら
れ
る
。
今
後
、
避
難
経

路
の
１
つ
と
し
て
活
躍
が
見
込

ま
れ
る
。
ま
た
実
際
に
孤
立
化

が
発
生
し
た
際
の
物
資
の
供
給

路
と
し
て
の
活
用
も
で
き
る
と

捉
え
て
い
る
。
地
元
警
察
署
や

消
防
署
、
防
衛
省
陸
上
自
衛
隊

第
１
施
設
大
隊
の
来
庁
が
あ
り
、

梅
ケ
谷
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
や
経

路
を
伝
え
早
速
通
行
確
認
す
る

と
話
を
受
け
た
。

Ａ
Ｉ
防
災
に
つ
い
て
。

町
に
お
い
て
も
今
後
、
研
究
を

進
め
て
い
き
た
い
。

ＱＡ
（
所
長
）

ＱＡ
（
所
長
）

ＱＡ
（
所
長
）

ＱＡ
（
所
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
所
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

大お
お

澤さ
わ 

弘ひ
ろ

子こ

濵は
ま

中な
か 

映て
る

慈よ
し
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町
内
５
つ
の
学
童
施
設
に
つ
い
て

国
や
都
の
基
準
で
は
占
用
区
画

の
児
童
一
人
当
た
り
の
面
積
は
、

概
ね
１
・
６
５
㎡
だ
が
、
こ
の

基
準
を
満
た
し
て
い
る
か
。

志
茂
町
第
１
学
童
１・
６
８
㎡
、

志
茂
町
第
２
学
童
１・
０
７
㎡
、�

本
宿
第
１
学
童
１・
４
９
㎡
、�

本
宿
第
２
学
童
１・
２
８
㎡
、�

大
久
野
学
童
１・
７
４
㎡
で
、�

概
ね
基
準
を
満
た
し
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。

支
援
単
位
を
構
成
す
る
児
童
数

は
、
概
ね
40
人
以
下
が
基
準
と

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
基
準
を

超
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

過
去
に
待
機
児
童
解
消
の
た
め

定
員
を
増
や
し
た
経
緯
が
あ
り
、

現
在
は
35
～
58
人
の
範
囲
に
あ

る
。
概
ね
基
準
を
満
た
し
て
い

る
と
考
え
る
。。

基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
状
況

に
つ
い
て
副
町
長
は
ど
う
考
え

る
か
。

一
年
を
通
し
て
み
れ
ば
ほ
ぼ
満

足
で
き
る
状
況
に
な
る
が
、
問

題
が
全
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

本
宿
小
学
校
区
で
は
、
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
跡
地
に
児
童
館
を

含
め
た
学
童
施
設
を
設
け
る
こ

と
で
問
題
解
決
に
な
る
と
考
え

る
が
、
町
長
の
見
解
は
。

子
ど
も
た
ち
が
学
童
で
の
び
の

び
と
過
ご
す
こ
と
は
大
切
で
あ

る
。
一
部
の
機
関
だ
と
し
て
も
、

問
題
が
な
い
と
言
い
切
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
跡
地
利
用
は

慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

臨
床
心
理
士
へ
の
相
談
窓
口
や

夏
休
み
期
間
の
シ
フ
ト
な
ど
現

場
の
直
面
す
る
課
題
に
環
境
的

支
援
を
う
た
う
町
と
し
て
は
、

細
や
か
な
配
慮
を
行
う
こ
と
が

大
切
と
考
え
る
が
。

指
摘
の
通
り
。
単
独
福
祉
施
策

見
直
し
以
前
の
問
題
と
し
て
き

ち
ん
と
対
応
し
て
い
く
べ
き
。

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
副
町
長
）

ＱＡ
（
町
長
）

ＱＡ
（
町
長
）

濵は
ま

中な
か 

直な
お

樹き

日 月 火 水 木 金 土
8/18 19 20 21 22 23 24

議会運営
委員会

25 26 27 28 29 30 31

本会議
（議案審議）

9/1 2 3 4 5 6 7

本会議
（一般質問）

総務
まちづくり
常任委員会

8 9 10 11 12 13 14

厚生文教
常任委員会

予算決算常任委員会
（決算審査）

予算決算
常任委員会
（予備日）

議会運営
委員会

15 16 17 18 19 20 21

本会議
（議案審議）

9月定例会日程（予定）

会議日程は、変更となる場合があります

請願・陳情は！
　9 月の定例会では、8月 15 日までに受理
したものについて審議します。それ以降の受
付の場合は、次回定例会で審議することにな
ります。
　平成 28年 9月 20日より、日の出町議会
請願及び陳情取扱要綱が制定されました。

○  �件名は、おおむね50字以内、趣旨、及び
理由は合わせておおむね1,500字以内と
してください。

○  �郵送された陳情書は、要望書扱いとなり
ますので、必ず陳情者が持参してくださ
い。（開庁時にご来庁願います。）

○  �その他、詳しいことは議会ホームページ
の、日の出町議会請願及び陳情取扱要綱
または議会事務局まで問い合わせくださ
い。
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厚 生 文 教 常 任 委 員 会

視 察 レポート 神奈川県開成町

目　的
神奈川県開成町は地理的条件では相違点があるものの、

人口規模や一般会計予算規模において当町との類似点の多
い自治体であるが、様々な先進的取組みを行っている。

今回は公共施設有効活用と開かれた議会実現を目的とし
た議場の自習室開放、自助・共助の推進を図る防災講座・
地域防災リーダー養成制度、富士山噴火対策等の先進事例
を詳しく調査することで、当町の公共施設活用策と防災対
策の充実を図り、より安全で開かれたまちづくりに貢献す
ることが本視察の主たる目的である。

 開成町では、子どもたちの町政への関心を高めるとともに、町民にとってより開かれた親しみやす
い議会を実現することを目指し、令和 5 年度に試行的な取り組みとして議場の自習室開放を実施した。
これは、本会議等の開会期間以外は議場が使用されていないことから、公共施設の有効活用を図るべ
きとの町長からの提案があったことに端を発している。

自習室として利用可能な座席数は 20 席で、実施期間は学校夏休み期間。利用実績は延べ 156 人 ( 実
人数 62 人 )。町内在住者が 68%、町外利用者が 32% であった。リピーターも多数いたことから、利
用者の満足度は全体として非常に高かったと伺っている。

このように、開成町における議場の自習室開放は、当初の目的である公共施設の有効活用と町民に
開かれ親しまれる議会の実現に一定の成果を上げた取り組みであると評価できる。

一方、当委員会は令和 6 年 1 月に、子どもの町政への関心向上と議場の有効活用を目的とした「こ
ども議会」の取り組みについて、熊本県甲佐町への視察研修を行った。開成町と甲佐町の双方の事例
を参考に、今後は住民の町政への関心向上、開かれた親しみのある議会の実現、公共施設の有効活用
を同時に達成できる、より充実した事業について議論を重ね、具体的な提言につなげていきたいと考
えている。

「議場の自習室開放について」

開成町では防災対策全般について、「自助」「共助」の推進を図っている。
そのうちの主な取組みとして、防災講座・地域防災リーダー養成講座・スキルアップ講座が挙げられる。
防災講座は、東日本大震災を機に、町として「自助」「共助」の必要性を再認識し、町民に対し「防

災意識、防災・危機管理に関する知識の付与」「自主防災会の災害対応能力の向上」を目的として平成
23 年度から開始されたものである。長期間に渡り、防災講座を実施することで、自助のために町民の
防災意識を高め、共助のためにネットワークを広げてきた実績と効果を強く感じた。

当町においても防災組織を自治会が設置しているが、開成町程の活動ができていないのが現状であ
る。自治会加入率が低下傾向にあるなか、行政主導での町民の防災意識向上、共助のための防災・危
機管理に関する知識の習得、災害対応力の向上のため仕組みを構築する必要があると考える。

開成町の自然災害に対する取組みについて
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再生紙を使用しています。

町制施行 50 周年を 6月 1日に迎えると共
に、令和 6年第 2回定例会から議会の様子を
録画映像で公開することになりました。今後
は、会議の実施日より原則 7日以内に録画映
像が配信されます。これまで以上に町議会に
関心を持って頂けるよう編集委員会では論議
を重ね、改善に取り組んで行きます。お気づ
きの点などご意見をお寄せください。
� 編集委員　下向辰法

議会だより編集委員議会だより編集委員
  玉井　 大　　　下向 辰法　　　鈴木 正彦
  大澤 弘子　　　萩原 隆旦　　　塙 　康平
		      （編集委員長）

〒190-0192 西多摩郡日の出町平井2780　TEL 042（588）5148（直通）　FAX 042（597）4369

東京都町村議会議長会 議員講演会 日の出町商工会との意見交換会

秋川流域市町村議会正副議長会 議員研修会

町有林視察

演題　�「議員のなり手不足対策と議会改革の推進」
講師　元飯綱町議会議長　寺島　渉 氏

 日の出町商工会の役員の皆様と、商工業振興発展や地
域活性化についての意見交換を行いました

演題　「議会運営について」
講師　全国市議会議長会 政務第一部長　本橋 謙治 氏

日の出山及び東雲山荘を視察し、町有林の管理状況や
整備状況について説明を所管課より受けました。


